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「子ども」 

教務主任  青木 一敏 

体育館のドアを開けると、なぜか一斉にステージまでダッシュする。「触らないでくださ

い」の表示をすでに触っている。先生が見えると、廊下を移動するスピードを減速する。先

生が来たことをクラス全体に報告する。席替えとデザートじゃんけんに異様に興奮する。「子

ども」とともに毎日を過ごしていると、今も昔も変わらない子どもの姿があります。 

先日、研修会に参加させていただきました。「学校の現状とこれからの教育」～子どもと教

師が「やりたいこと」で学校を埋め尽くす～という内容で、上智大学の那須正裕先生の講演

でした。今日の学校教育を巡る二つの難問、それは不登校と教員不足。さらに、その根っこ

は同じかもしれない。なぜなら、子どもも若者も従来型の学校に魅力を感じていないという

のです。ここで私は少し考えなければならない点があると感じました。それは、大人の価値

観を一旦引っ込めてみるということです。残念ながら、私は体育館のドアが開いてもダッシ

ュしなくなりました。校長が現れても、職員室全体に報告しません。「触らないでください」

の表示を遵守するようになりました。やはり、大人と子どもの価値観は違っていて当然であ

ることを再認識しました。今の子どもの「楽しい」や「やってみたい」は、大人の価値観で

は図れないのではないか。多様化する現代社会の中で、目の前の子どもたちの１０年後を想

像しながら学級を運営しようと考えると、大人の価値観を押し付けられる子どもたちは、あ

まりにも窮屈でストレスを感じ、学校に足が向かなくなる一つの要因かもしれないと思いま

した。 

 私は、クラスの子どもによくアンケートを取ります。その中で、「学校に来たいと思うのは

どんな時ですか」の設問に、「好きな教科がある時」がとても多かったのです。子どもは学び

たい気持ちをもっていて、誰にも好きな教科の一つはある。このことから、授業の形態や内

容、進度を子どもとともに創り上げ、明日「自分のやりたいこと」がある魅力的な学校づく

りを教職員全体で目指していきたいと思っています。 

 と、この原稿を執筆しながら、「職場に行きたいと思うときはどんな時？」「自分のやりた

いことは？」といろいろ考えてしまいました。ということで、１０月の懇談会は「すごろ

く」で進めてみたくなりました。 

 

若葉台小学校学校教育目標 

『自他共に大切にする心を育みます』『意欲的な学びの芽を育みます』 


